
平成30年度 埼玉県高等学校PTA連合会専門委員会研修会 
平成30年11月28日 

『生徒指導委員会の活動』        埼玉県立幸手桜高等学校ＰＴＡ会長 稲垣 仁美 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年実施の保護者向けのアンケートによると、『ＰＴＡの活動に積極的に「参加している」(以下概ね含む)』保護者は

30％強。27年度以降の回答から年々少しずつ増加している。 

生徒指導に関する項目として『お子様は制服や頭髪等の校則を守っていますか？「守っている」』90％以上。 

『遅刻・欠席をしないで登校していますか？「達成」』80％を超えている。 

なかでも、「あいさつをよくする」が増えており、先生方・委員会・生徒の立哨、声掛けの成果が表れている。 

 

＜感想＞ 

幸手桜高校ＰＴＡでは校外清掃奉仕作業のことを「チョボラ」と呼んでいます。「チョボラ」親しみが持てて、思わずち

ょっと参加してみようかなという気になります。このことは生徒たちにとっても貴重な体験になると思います。 

また、朝の立哨指導の成果が表れ、アンケートの回答の「生徒たちがあいさつをよくする」が増えたことはとてもいいこ

とだと思いました。校内、校外でもあいさつが溢れる様子が目に浮かびます。 

南稜高校にもあいさつ運動があるので、保護者の方々に浸透するよう活動していきたいと思いました。 

 

関口美恵 

ＰＴＡ活動の概要 

・本部役員会  ＰＴＡ会長 副会長 幹事 

        ＰＴＡ各種行事の主運営。各委員会の連絡調整。 

・委員会 ①広報委員会 会報の編集・発行作業。ＰＴＡ参加行事の写真撮影し、文化祭にて写真を展示。 

②生活指導委員会 教職員・生徒との立哨指導。文化祭などの学校行事にて行内巡回指導。 

③成人教育委員会 文化祭のバザー企画・運営。県外研修の体験学習の内容検討。講習会企画。 

④進路指導委員会 文化祭の物品販売の企画・検討・実施。県外研修の企画・運営。 

活動 

理事会(年6回)・総会・全体会・県外研修(兼進路バス見学会)・体育祭 

文化祭・講習会・交通安全指導(立哨指導)・校外清掃奉仕作業 

チョボラ(チョッとボランティア) 

校外清掃奉仕作業 

各学期末に生徒、教職員、各委員会の担当者とともに、学校外周、学校から駅までの通学路を中心に、近

隣の道路の清掃活動を実施。この活動をチョボラと呼んでいる。 

平成25年幸手商業高校と幸手高校が統合 

前身の幸手商業高校は昭和16年に開校し、幸

手高校は昭和55年に開校。 

校訓・目指す学校像・育てたい生徒像 

・校訓「自主・自律・創造」のもと、「夢を語る学校」「感謝を

学ぶ学校」「使命感を持って巣立つ学校」を目指している。 

・育てたい生徒像として「元気な生徒」「優しい生徒」「誠実な

生徒」を社会に役立つ人材になるよう育てている。 

魅力ある学校づくり 

・インターシップ   毎年 2月上旬 2 年生に地元企業で 5日間就業体験を行っている。 

・資格取得の奨励   28 回の検定試験を実施(重複あり、リクエストがあれば受け付ける。世界遺産検定など) 

・専門学校との連携  専門学校より講師を招き、日商簿記・ＩＴパスポートの資格取得を目指す 

・地域との連結    バレー部・陸上部の部員が小学生とのスポーツで交流を図っている 

・幸手市民まつり参加 杉戸農業高校生が作ったジャムやパン、お菓子を販売。地域連携・高高連携。 

・大学との連携    共栄大学文理 1年生が講師となり、授業を受ける 

・タブレット端末等ＩＣＴ環境整備対象校 タブレット端末 44 台とプロジェクター22 台が導入されるとともに 

ＨＲ棟にＷｉ-Ｆｉ環境が整備される 

 


